
 

 

 

主催 はだの野鳥の会 

 

１．日 時  平成２８年 2月２７日（土）  

出発  ７：００（時間厳守） 

               集合場所：秦野駅南口信号先 

               帰着 １７：３０（朝の場所） 

    雨天中止(前日 雨確率予報 50%以上) 

 

２．費 用  はだの野鳥の会会員  ４，０００円  非会員 ４，５００円 

      小学生以下は会員、非会員共 ３．０００円  

    キャンセル料 当日全額 

     

３．持ち物  昼食、飲み物、歩きやすい靴、敷物、双眼鏡、カメラ、雨具、筆記用具など  

    防寒具 

４．日 程 

  ７：００ 秦野駅南口発 （途中休憩１回） 

  ９：３０ 渡良瀬遊水地着 

１２：００ 探鳥コースの途中で昼食 

 １５：００ 渡良瀬遊水地発 

 １７：３０ 秦野駅南口着 （途中休憩１回） 

 

渡良瀬遊水地の野鳥について 

栃木県、茨城県、群馬県、埼玉県の４県にまたがる、本州最大の内陸性低湿地。大部分

がヨシ原で、その中に代償の沼や、ヤナギやクワの林が散在し、南端には谷中湖がある。 

谷中湖ではカモ類が多く見られる。普通種はもちろんミコアイサやカワアイサも常連で、

カンムリカイツブリもあちこちに浮いている。ユリカモメも普通に見られる。周辺のヨシ

原ではオオジュリン、その上をチュウヒが、そして時にはオジロワシが現れることもある。 

鷹見台では、１０種以上の猛禽類を見ることができる。チュウヒはヨシ原を低空で飛び、

時折ハイイロチュウヒが出ることもある。ヨシ原に散在する林には、ノスリやオオタカが

止まり、コチョウゲンボウが就塒前に集まるところなどを見ることもできる。 

一本エノキ周辺では、ハイイロチュウヒが塒として利用しているため、夕方に戻ってき

てヨシ原の上空を何回か旋回した後、ヨシの中に降りる光景を見られる。 

 また、周囲のヨシ原では、ホオジロやオオジュリン、ベニマシコ、ジョウビタキといっ

た小鳥も見られる。《日本野鳥の会栃木のＨＰより》 

 

わ  た  ら  せ  


